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ＧＷですね。不順だった気候も、期間中

には和らぐ予報のようです。 

暖かくなると、ビールが旨くなる！気がし

ますよね。 

私は「お酒」＝「ビール」の感が強いので

すが、巷では色々なものが飲まれてい

ますね。 

中でも、なんだか最近よく見かけるのが

「ハイボール」。 

私はウイスキーが苦手なのですが、ハ

イボールは時々飲むことがあります。 

けっこう美味しいですよね。 

梅酒を少し入れたのが尚更グッドテ

イストらしく、これが有名なお店も

有るのだとか。 

飲んでみたいです。 

こんなふうに、私でさえ何度か飲ん

でいるくらいなので、当然サント

リーは業績好調のようです。 

今年３か月の国産ウイスキーの販売

量は３割増、輸入モルトも２桁増な

ど、世はまさにウイスキーブーム。 

ハイボール、凄し！ 

だけど、美味しさも然ることなが

ら、300円以下の均一価格の居酒屋が

支持される昨今にマッチした「財布

にやさしい」飲み物であることも、

選択される理由のひとつでしょう。 

 

でも、私がこのところずっと「気に

なっているお酒」はウイスキーでは

なく「ワイン」なんです。 

「ワイン」というと「高級」なイ

メージが抜けない世代なのですが、

最近はかなり気楽に扱われているよ

うです。 

“かちわりワイン”“がぶのみワイ

ン”など、ニュアンスだけでも高級

感からは遠くなっています。 

業態を見ても、“美味しく沢山食べ

て、ワインを気軽にがぶがぶと”的

な、安くて・美味くて・ちょっと

粋、というコンセプトのお店もけっ

こう有るそうですね。 

居酒屋の居抜きで、雰囲気もそのまま

気取らずにワイワイガヤガヤとワイン

を楽しんで下さい、という感じ？ 

客単価も2,500～3,500円前後で、まさ

に居酒屋ゾーンそのもの。 

近年はアウトレットなワインを輸入す

る業者も多いそうですし、産地も多様

になり、価格がこなれてきていること

も関係があるそうです。 

我々世代がイメージしていた堅苦しい

ハイソなものではなくなって、自由に

気取らない飲み物として解放されたワ

イン。 

そんなこんなで「ワインを気楽に飲ま

せてくれるお店」がずっと気になって

いるのです。 

そんなお店？なのでしょうか、当社の

在る東京・人形町にも【ワヰン酒場】

というのが割と最近出来ていました。 

チャンスが有ったら入りたいな、と

思っているのですが、先日などは満席

ほどに賑わっていました。 

月末近い平日の月曜日の晩ですよ？ 

残念だったので、お店の外観だけでも

載せておきます。 

でも「気楽なワインがちょっとブー

ム」ってのも嘘ではないようですね。 

良いお店が有ったら教えて下さい。 

行ってみたいです。 

 

その他気になる事を独り言で。 

●ガールズ居酒屋 

●20代女性向け低均一価格居酒屋 

流行っているそうです。 

 

では、またお会いしましょう。 

初めまして、今月は前月号に引き続

きシルバーグレー（自称）シリーズ第

二弾業務部の和田清二と申します。 

当社の社員の中で最長老で若づくり

に一生懸命な６？歳、戦後のベビー

ブームと言われた段階の世代真只中

です。 

そのエピソードをひとつ、出身校はマ

ンガ「ドカベン」にも出て来る白新中

学校。 

私達の学年は、ひとクラスが大体50

名前後、クラス数は18クラス有り一学

年だけで50×18＝900名でした。今で

は考えられないことです。 

先日卒業してから50年位経ちますが

同期会が行われ、300名以上集まり

ました。 

話は変わりますが、年を取ると衰える

機能に昔から「歯」「目」と言われてい

ますが、私は未だに老眼鏡を持って

いません。 

趣味は読書ですが、新聞も雑誌も眼

鏡無しで見ています。 

今もっともハマっている作家は「喜多

嶋隆」です。 

もうひとつの歯の方ですが、今まで歯

医者にかかったことは二度しかなく、

全部自前の歯です。 

私の母は84歳になりますが、母の歯

も全部自前です。 

これからも老骨にムチ打って？お客

様の為の㈱カンダに有り続けるよう

に努力してまいりたいと思っていま

す。 

以上、1/900からのお便りでした。 
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この記事は、営業部『南波 仁』が担当しました。 



外は暖かくなり、こんな季節は外出したくなりますよね。 

 

先日友人の誘いで犬を連れ、ドックランへ行ってきました。 

私は初体験!!実は、うちの犬はかなりのビビリ犬&おデブ

犬･･･以前に買った服なんてパツパツで入らないほど･･･

(涙) 

友人の犬はしっぽフリフリしながら走り回っているのに、うち

の犬は放しても私の後ばかりついてきて、しっぽ下げっぱな

し･･･楽しくなさそ～。 

見かねた私は遠くまで連れて行き、その場に置き去りにし

て猛烈ダッシュ!! 

犬は白目出しながら必死に走る、走る･･･(笑) 

それをひたすら繰り返した私もダイエットに。帰る頃には車

内で寝てました。 

 

ドックランではしっぽを下げていた犬が、自宅に着いたとた

んにしっぽフリフリ･･･。 

私にとっては楽しかったのですが、犬にとったら地獄だった

のかもしれません･･･。 

 

とりあえずはビビリを直してまた再チャレンジします。 

 

ビビリの直し方わかる方、是非教えて下さい･･･。 
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現像するまで、かなり不安なこのカメラ、なんとちゃんと撮れ

るんですねー。 

デジカメとは違う味のある写真が！色もわりときれいに！（こ

の紙面では白黒で伝わりませんが） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちなみに この花は誕生日に社長からいただいた、シクラメン

です。 

去年の１０月からかわいがってますが、ずーっと花がきれる

ことなく、咲き続けています。とっても元気！ 

社長ありがとうございます。 

 

今度はムリヤリでなく、機嫌を伺いながら、“うちのネコ”のカ

ワイイ写真にチャレンジです☆☆☆ 

最近、ふろく付の雑誌が増えてますが、「大人の科学」とい

う雑誌をご存知ですか？ 

これはどう見ても、組み立てるふろくがメインの雑誌なので

す。 

書店でふと目にとまり、「“うちのネコ”のカワイイ写真が撮

れるかも！」と思い購入です。 

組み立て所要時間：約１時間と本に書いてありましたが、

細かい組み立てがあまり得意でない私は、３時間位かかっ

てしまいました。（ＴＶ見ながらがいけないのか？） 

そして、説明書を見ながらその通りに組み立てたつもりが、

なぜか最後にネジが１本あまってしまった！なぜだろ

う？？？ 

でも、見た目は完璧！！！ 

あまったネジのことは、とりあえず忘

れることにし、フィルムを入れ“うち

のネコ”撮影！ 

まずはネコを外に連れ出し（ムリヤ

リ） → カメラを向け → ピントを合わ

せ → カシャッ！っとシャッターを

切った時には逃げられる・・・・・ トホ

ホ。 

結局、“うちのネコ”には、ムリヤリ感で嫌がられ、カワイイ

写真はとれませんでした。 

「 ふ ろ く カ メ ラ 」 

ホームページもご覧ください 

http:
//www

.kank
uma.

co.jp
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